
町民のうごき [ 平成30年11月 1日現在 ]

■人　口　　5,346 人 (-28)　男　2,525 人 (-18)
　　　　　　　　　　　　　女　2,821 人 (-10)
■世帯数　　2,471 戸 (-8)

PHOTO : 神山町国際交流プロジェクト（2年目）は10名がオランダへ‼
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神
山
町
議
会
9
月
定
例
会
が
平
成
30

年
9
月
12
日
か
ら
9
月
21
日
ま
で
の
会

期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
平
成
30
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
の
ほ
か
12
議
案
を
審
議
、

報
告
3
件
を
含
め
、
す
べ
て
原
案
ど
お

り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。補

正
予
算

■�

専
決
第
6
号
　
平
成
30
年
度
神
山
町

一
般
会
計
補
正
予
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（
第
2
号
）
に

つ
い
て
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ぞ
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6
2
8
万
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千
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を
追
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し
、
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額
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億
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円
と
し
ま
し
た
。
議
会
費
の
増
額

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
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■�

平
成
30
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
3
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
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ぞ
れ
1
億
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し
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3
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ま
し
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害

復
旧
費
等
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増
額
な
ど
に
よ
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で

す
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■�

平
成
30
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
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つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
4
1
1
万
5
千

円
を
追
加
し
、
総
額
8
億
3
7
5
6
万

6
千
円
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し
ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険

事
業
費
納
付
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等
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増
額
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。
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算
認
定

■�

平
成
29
年
度
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山
町
一
般
会
計
歳
入

歳
出
の
決
算
認
定
に
つ
い
て

■�

平
成
29
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
の
決
算
認
定
に

つ
い
て

■�

平
成
29
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
の
決
算
認
定
に

つ
い
て

■�
平
成
29
年
度
神
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
の
決
算
認
定
に
つ
い

て
■�

平
成
29
年
度
神
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
の
決
算
認
定

に
つ
い
て

　

決
算
額
等
に
つ
い
て
は
、
3
ペ
ー
ジ

に
記
載
し
て
い
ま
す
。
ご
参
照
く
だ
さ

い
。条

例
の
改
正

■�

神
山
町
集
合
住
宅
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

そ
の
他

■�

神
山
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　

阿
部
健
治
氏
（
上
分
）
の
任
命
に
つ

い
て
同
意
を
得
ま
し
た
。

■�

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

い
て

　

川
野
愛
子
氏
（
鬼
籠
野
）
の
推
薦
に

つ
い
て
同
意
を
得
ま
し
た
。

■�

人
権
擁
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員
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補
者
の
推
薦
に
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い
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髙
橋
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代
氏
（
神
領
）
の
推
薦
に
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い
て
同
意
を
得
ま
し
た
。

■�

神
山
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

の
選
任
に
つ
い
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森
公
弘
氏
（
下
分
）
の
選
任
に
つ
い

て
同
意
を
得
ま
し
た
。

報
告

■�

株
式
会
社
神
山
温
泉
の
経
営
状
況
に

つ
い
て

　

平
成
29
年
度
の
決
算
は
15
期
連
続
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

■�

健
全
化
判
断
比
率
報
告
に
つ
い
て

　

財
政
健
全
化
の
判
断
基
準
と
な
る
実

質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字
比
率
・

実
質
公
債
費
比
率
・
将
来
負
担
比
率
に

つ
い
て
、
基
準
値
を
大
き
く
下
回
っ
て

お
り
良
好
で
あ
り
ま
し
た
。

■�

資
金
不
足
比
率
報
告
に
つ
い
て

　

神
山
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
経

営
健
全
化
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
、

資
金
不
足
比
率
は
算
出
さ
れ
ず
良
好
で

あ
り
ま
し
た
。

平成29年度決算 （ ）は前年比
▪温泉入浴者数
　150,288人（－5.8%）
▪ホテル宿泊者数
　9,013人（－14.0%）
▪総売上高
　神山温泉　300,354千円（－12.8%）
　道の駅　　140,692千円　（－3.9%）
▪純利益
　2,451千円（－74.5%）

神
山
町
議
会

9 

月 

定 

例 

会

�

24
議
案
を
可
決

　次号は、平成28～30年
生まれで 1 月・2 月が 誕
生日の子（町内に住所を
有すること）を募集します。
　掲載を希望する方は、
役場広報編集委員会まで

写真を送付してください。締切は12月15日です。
※掲載回数は 1 回までです。複数回の掲載はで

きませんのでご了承ください。
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地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成19年法律第94号）の規定により、次のとおり公表します。
〈比率の説明〉
◯実質赤字比率 ………… 一般会計等の実質赤字の標準財政規模に対する比率
◯連結実質赤字比率 …… 全ての会計の実質赤字の標準財政規模に対する比率
◯実質公債費比率 ……… 一般会計などにおける地方債の償還や公営企業が借り入れた地方債の償還

に対する一般会計からの繰出金などの標準財政規模に対する比率
◯将来負担比率 ………… 第三セクターなども含め、一般会計等が将来負担すべき実質的な債務の標

準財政規模に対する比率

（単位：％）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

神山町の比率 －－－ －－－ 2．3 －－－

早期健全化基準 15．0 20．0 25．0 350．0
注：実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は将来負担比率が算定されない場合「－」の記載となる。
注：4 つの比率のうち 1つでも「早期健全化基準」（黄信号）に達すると財政健全化計画を策定しなければならない。

　　　　　　　　　　　　　（平成30年神山町公表第48号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

特別会計の名称 資金不足比率 事業の規模

神山町簡易水道事業特別会計 －－－ 109，755千円
注：資金不足額（赤字額）がない場合「－」の記載となる。
注：健全化法施行令17条第 3 号の規定により事業の規模を算定

平成
29年度

決算に基づく健全化判断比率
および資金不足比率について

健全化判断比率
（4 つの比率）

（平成30年神山町公表第47号）

資金不足比率

町
財
政
状
況

平
成
29
年
度
決
算
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
神
山
町
公
表
第
50
号
）

特別会計決算 ( 単位：千円 )　
区　　　分 歳　　　　入 歳　　　　出 差　　　　引

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 1,021,001 985,388 35,613
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 212,965 208,087 4,878
介 護 保 険 特 別 会 計 1,017,578 995,935 21,643
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 121,872 121,495 377

歳　入

町税
493,036千円
9.6％

依存財源
3,548,556千円
69.3％

自主財源
1,568,429千円
30.7％

繰越金
304,191千円
5.9％

諸収入
134,298千円
2.6％

地方交付税　2,234,062千円　43.7％

5,116,985千円

使用料・手数料
39,796千円　0.8％

分担金・負担金
33,134千円
0.6％

町債
423,700千円
8.3％

国庫支出金
289,402千円
5.7％

県支出金
385,047千円
7.5％

その他
563,974千円
11.2％

地方譲与税
88,225千円
1.7％

その他　128,120千円　2.4％

教育費
403,173千円
8.2％ 民生費

986,714千円
20.1％

災害復旧費
245,229千円
5.0％

公債費
351,808千円
7.2％

農林水産業費
268,957千円
5.5％

総務費
1,634,217千円
33.4％

土木費
450,137千円
9.2％

衛生費
222,050千円
4.5％

商工費　84,486千円　1.7％
議会費
57,000千円　1.2％

消防費　194,536千円　4.0％

歳　出
4,898,307千円

歳　入 歳　出

町民１人あたりの町税負担額� 88,405円
自主財源� 30.7%
依存財源� 69.3%

町民１人あたりに使ったお金� 878,305円

3 平成30年11月15日発行



（平成30年神山町公表第49号）
神山町財政状況の公表に関する条例の規定により、平成29年度上半期の財政の状況を公表します。

平成30年10月15日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神山町長　後　藤　正　和

➊　予算執行状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（単位：千円）

区分
会計別

予算額
歳　　　　　　　入 歳　　　　　　　出

収入済額 収 入 率 支出済額 支出済率

一 般 会 計 5,091,742 2,287,471 44.9 1,980,620 38.9

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 837,566 364,400 43.5 314,198 37.5

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 334,470 127,360 38.1 119,493 35.7

介 護 保 険 特 別 会 計 1,025,158 491,612 48.0 394,969 38.5

後期高齢者医療特別会計 124,774 61,857 49.6 22,171 17.8

合　　　　計 7,413,710 3,332,700 45.0 2,831,451 38.2

2　財産、地方債及び一時借入金
⑴　公　有　財　産

行政財産

区　分 土地（面積㎡）
建　物（延床面積㎡）

木　造 非木造 計

本　　 庁　　 舎 6,830.64 0.00 2,638.09 2,638.09 
そ
の
他
の

行
政
機
関

消 防 施 設 967.58 409.73 1,866.05 2,275.78 

その他の施設 2,924.65 0.00 208.00 208.00 

公

共

用

財

産

小 学 校 52,752.55 653.00 14,762.98 15,415.98 

中 学 校 3,011.19 110.79 9,591.08 9,701.87 

公 営 住 宅 35,275.69 1,006.47 10,103.13 11,109.60 

公 園 9,522.29 127.00 0.00 127.00 

その他の施設 102,869.71 1,959.31 40,801.72 42,761.03

計 214,154.30 4,266.30 79,971.05 84,237.35

⑵　地方債現在高

　平成30年 9 月30日現在の事業別現在高及び平成30年
度上半期の元利償還金は次のとおりです。

（単位：千円）

事　　業　　名 借入現在高
元　利　償　還　金

元　　金 利　　子

公 共 事 業 等 債 15,700 14

一般単独事業債 7,848 2,747 112

義務教育施設整備事業債 26,669 3,325 319

災害復旧事業債 264,037 15,884 319

過疎対策事業債 1,758,680 59,330 2,222

財 源 対 策 債 1,950 481 22

緊急防災・減災事業債 15,498 1,077 14

辺地対策事業債 75,598 9,207 166

臨時財政対策債 956,800 80,644 2,584

一 般 会 計 分 計 3,122,780 172,695 5,772

特 別 会 計 分 544,564 19,498 5,447

合　　　　 計 3,667,344 192,193 11,219

⑶　一時金借入金 　　0　千円

普通財産　　　　　　　　　

区　分 土地（面積㎡）
建　物（延床面積㎡）

木　造 非木造 計

宅 地 29,047.68 49.69 939.28 988.97

田 畑 23,937.17 0.00 0.00 0.00

山 林 1,816,681.76 0.00 0.00 0.00

そ の 他 75,850.66 0.00 0.00 0.00

計 1,945,517.27 49.69 939.28 988.97

その他　　　　　　　　　

区　分 土地（面積㎡）

インフラ 589,628.95
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平成29年度　神山町人事行政の運営等の状況
　神山町人事行政等の状況の公表に関する条例に基づき､ 次のとおり職員の任用､ 給与､ 服務や勤務条件
等の人事行政の運営状況について公表します｡

2 ．職員の給料の状況
　⑴　 1 人当たりの支給額 （H29．4．1）

　
⑵　初任給基準 （H29．4．1）

区　分 平均給料月額 平均年齢 区　分 大学卒 短大卒 高校卒
一 般 行 政 職 311,100円 41.3歳 一 般 行 政 職 178,200円 158,800円 146,100円
技 能 労 務 職 319,400円 55.1歳 技 能 労 務 職 － － 141,600円

　⑶　特別職の報酬などの状況（H29．4．1 現在）
区　　分 月　　額 期 末 手 当 区　　分 月　　額 期 末 手 当
給

料

町 長 746,000円 ・ 6 月期
　給料月額× 1.15 × 1.55月分
・12月期
　給料月額× 1.15 × 1.70月分

報

酬

議 長 284,000円 ・ 6 月期
　報酬月額× 1.15 × 1.55月分
・12月期
　報酬月額× 1.15 × 1.70月分

副 町 長 597,000円 副 議 長 234,000円
教 育 長 541,000円 議 員 195,000円

3 ．年次有給休暇取得状況
休業の種類 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

（H29年 1 ～ 12月）
年次有給休暇取得実績

対象（一般職） 取得総日数 平均取得日数
66人（新採・休職者等を除く） 538．8日 8．2日

4 ．職員の分限及び懲戒処分等（H29年度） 5．職員研修及び勤務成績の評定状況（H29年度）
処　分　内　容 処分者数 研　修　区　分 研　修　名　等 人　数

分 限 処 分

免 職 0 人

自 治 研 修 セ ン タ ー 等 研 修

課 長 級 研 修 5 人
降 任 0 人 課 長 補 佐 級 研 修 3 人
休 職 3 人 係 長 研 修 1 人
降 給 0 人 職 員 Ⅱ 研 修（ 8 年 目 ） 0 人

失 職 0 人 職 員 Ⅰ 研 修（ 4 年 目 ） 8 人

懲 戒 処 分

免 職 0 人 新 人 職 員 研 修 12 人
停 職 0 人 そ の 他 研 修　10 研 修 30 人
減 給 0 人

職 場 研 修

地 方 創 生 研 修（ 3 回 ） 222 人
戒 告 0 人 新 規 採 用 職 員 研 修 6 人

 訓 告 ・ 厳 重 注 意 等 1 人 空 海 の 道 ウ ォ ー ク 研 修 9 人
認 知 症 サ ポ ー タ ー 講 座 16 人

市町村アカデミー研修（千葉県） 広報・広聴の効果的実践研修 1 人

1 ．職員の任免及び職員数に関する状況　　　　　　　　　　（単位：人）
年度

区分
平成29年

4 月 1 日現在職員数
平成29年度中 平成30年 4 月 1 日

採用者数
平成30年 4 月 1 日

現在職員数採用者数 退職者数
一般行政職 88（2） 5（1） 2（1） 5（0） 91（1）
技能労務職 15（1） 1（1） 1（1） 0（1） 14（1）

計 103（3） 6（2） 3（2） 5（1） 105（2）
　　＊平成29年 4 月 1 日現在の職員数には平成29年度中の採用者を含みます。
　　＊（　）の数値は再任用職員です。

▼定数条例から見た職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
区　　　　　　分 定　数 H29.4.1職員数 H30.4.1職員数 H30と定数との比較
議会の事務部局    2      1      1     ▲ 1
町長の事務部局  121   87（3）   91（1）     ▲30

選挙管理委員会の事務部局    1 併任 0 併任 0     ▲ 1
監査委員の事務部局    1 併任 0 併任 0     ▲ 1

教育委員会の事務部局   32     13   11（1）     ▲21
農業委員会の事務部局    1      2      2        1

計  158 103（3）  105（2）     ▲53
（　）の数値は再任用職員です。

　　職名別職員数　　　　（単位：人）
職　　　　名 H29.4.1 H30.4.1

課 長 等 8（1） 9
課 長 補 佐 等 33 31
係 長 等 4（1） 7（1）
主 事 24 26
技 師 2 1
所 長 等 5 5
副 所 長 2 2
主 任 保 育 士 2 2
副 主 任 保 育 士 0 0
保 育 士 8 8
主任業務員 ･ 業務員 7 8
主 任 工 手 ･ 工 手 2 1
運 転 手 0 0
用 務 員 5（1） 4（1）
調 理 員 1 1
主任支援・支援員 0 0
介 護 員 0 0

計 103（3） 105（2）
（　）の数値は再任用職員です。

5 平成30年11月15日発行



10
名
の
中
高
生
オ
ラ
ン
ダ
訪
問

笑
っ
て
乗
り
越
え
る

神
山
中
学
校　
3
年　

宮み
や
本も
と　
匠た
く
馬ま

　

オ
ラ
ン
ダ
に
着
い
た
時
と
て
も
寒
い

な
と
感
じ
ま
し
た
。
日
本
も
夏
だ
っ
た

け
ど
、
緯
度
が
違
う
と
気
温
が
変
わ
る

の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
人
は
自
分
か
ら
積
極
的
に

話
し
か
け
て
く
れ
、
日
本
人
は
僕
も
含

め
恥
ず
か
し
が
り
だ
か
ら
相
手
か
ら
ど

ん
ど
ん
話
し
か
け
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

　

訪
問
先
の
一
つ
の
ト
マ
ト
栽
培
施
設

で
は
、
僕
の
大
好
き
な
ト
マ
ト
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
僕
は
ト
マ
ト

な
ら
全
て
美
味
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
種
類
が
多
い
と
日
本
と
全
然

違
っ
た
味
が
し
て
、
少
し
ま
ず
い
な
と

思
う
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ

の
栽
培
方
法
で
す
ご
い
と
思
っ
た
と
こ

ろ
は
、
無
農
薬
と
い
う
こ
と
で
す
。
虫

の
力
を
借
り
て
害
虫
を
殺
し
、
無
農
薬

で
ト
マ
ト
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
無
農

薬
の
方
が
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
し
、

消
費
者
や
ス
ー
パ
ー
の
人
も
無
農
薬
で

作
っ
た
野
菜
を
欲
し
が
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人

の
豪
快
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
僕
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
の
人
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
食
べ
物
を
落
と
し
て
も
何
も
気
に

せ
ず
に
い
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
デ
ィ
ア
ン
ゴ
と
現
地
の
人
と
パ

ン
ケ
ー
キ
を
作
っ
た
時
、
粉
や
牛
乳
の

分
量
を
気
に
せ
ず
混
ぜ
た
り
、
バ
タ
ー

を
塗
り
す
ぎ
て
パ
ン
ケ
ー
キ
を
燃
や
し

て
し
ま
っ
て
も
そ
ん
な
こ
と
気
に
す
る

こ
と
な
く
大
声
で
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
、

オ
ラ
ン
ダ
の
人
た
ち
と
別
れ
る
時
に
寂

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
僕
は
、

オ
ラ
ン
ダ
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
た
の

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
オ
ラ
ン
ダ
の
訪
問
を
通
し

て
、
僕
は
も
っ
と
英
語
力
を
つ
け
た
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
海
外
へ

行
っ
て
色
々
な
考
え
方
を
知
り
た
い
、

苦
手
な
英
語
に
も
逃
げ
ず
に
立
ち
向
か

い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
ィ

ア
ン
ゴ
の
よ
う
に
笑
っ
て
乗
り
越
え
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

神
山
町
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ま
ち
の
将
来
世
代
で
あ
る
子
ど
も
た
ち

が
、
他
国
の
暮
ら
し
や
働
き
方
に
触
れ
、
ま
た
そ
の
土
地
に
生
き
る
人
々
と
接
す

る
こ
と
を
通
し
、
多
様
な
文
化
や
価
値
観
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
め
ざ

し
て
、
昨
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
8
月
22
日
か
ら
30
日
の
9
日
間
で

中
学
生
7
名
、
高
校
生
3
名
の
学
生
と
、
引
率
者
と
し
て
神
山
町
役
場
職
員
、
神

山
中
学
校
教
員
、
神
山
つ
な
ぐ
公
社
職
員
が
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。
実
際
に
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
が
現
地
で
感
じ
た
事
や
日
本
と
の
違
い
、
今
後
の
生
か
し
方
を

一
人
ず
つ
レ
ポ
ー
ト
に
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

中高生、引率者、通訳の14名と現地でお世話になった方 と々の集合写真。
建築サイクリングツアーをガイドしてくれた建築家の根津幸子さん（後列左から4人目）、
トマト栽培施設をガイドしてくれた農業トランスレーターの水城悠さん（後列左から5人目）、
大学生ボランティアのヤスミナアマチャクさん（前例右から3人目）と最終日の様子。

建築サイクリングツアーで
立ち寄ったユニークな橋

トマト栽培施設訪問で数
10種類のトマトを試食

オランダ人学生とペアになり
英語で自己紹介

神
山
町
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
2
回
訪
問
プ
ロ
グ
ラ
ム
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学
び
と
喜
び

神
山
中
学
校　
2
年　

坂ば
ん

東ど
う　
真ま

凜り
ん

　

私
は
オ
ラ
ン
ダ
留
学
が
、「
夢
な
の

で
は
な
い
か
」
と
信
じ
が
た
い
気
持
ち

で
出
発
当
日
ま
で
過
ご
し
て
き
ま
し

た
。
け
れ
ど
、
オ
ラ
ン
ダ
に
着
く
と
少

し
ず
つ
実
感
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。
見

る
も
の
す
べ
て
が
美
し
く
、
ま
る
で
絵

本
の
世
界
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ

う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
優
し
さ
に
感

動
し
ま
し
た
。
2
日
目
に
あ
っ
た
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
の
時
に
慣
れ
な
い
自

転
車
で
、
町
を
散
策
し
た
の
で
軽
く
車

に
ぶ
つ
か
り
、
前
輪
が
曲
が
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
す
る
と
、
通
り
す
が
り
の

男
性
が
、
何
も
言
わ
ず
に
直
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
手
を
降
り
な
が
ら

見
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
言
葉
が
通
じ

な
く
て
も
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
す

ぐ
に
手
を
さ
し
の
べ
て
あ
げ
る
と
い
う

優
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々

は
す
ご
く
優
し
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
一
番
心
配
で
し

た
。「
英
語
が
伝
わ
る
の
だ
ろ
う
か
」

と
い
う
心
配
事
が
、
頭
の
な
か
を
ず
っ

と
駆
け
巡
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
心
配

を
裏
切
る
よ
う
に
温
か
く
迎
え
入
れ
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
別
れ
る
の
が

辛
く
な
る
ほ
ど
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
留
学

は
、
今
ま
で
の
考
え
方
を
覆
し
て
く
れ

る
も
の
で
し
た
。
私
は
、
今
ま
で
「
海

外
は
怖
い
と
こ
ろ
」
と
い
う
固
定
概
念

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
実
際
、
海
外

へ
行
っ
て
み
る
と
、
怖
い
こ
と
は
一
切

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。今
ま
で
、「
怖
い
」

と
決
め
つ
け
て
い
た
自
分
が
バ
カ
ら
し

く
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
企
画
に
応
募
し
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
仕

事
が
あ
る
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
回
の
経
験
を
生
か
し
て
何
か

を
や
り
遂
げ
て
み
た
い
で
す
。

将
来
の
た
め
の
第
一
歩
を
踏
み

神
山
中
学
校　
2
年　

石い
し
井い　
大た
い
征せ
い

　

僕
が
学
ん
だ
こ
と
の
中
で
一
番
印

象
的
だ
っ
た
の
は
オ
ラ
ン
ダ
は
日
本
と

違
っ
て
緑
を
作
っ
た
こ
と
で
す
。
自
分

た
ち
で
作
っ
た
も
の
は
壊
し
た
く
な
い

と
思
う
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
緑
を

大
切
に
す
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　

一
人
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
初
め

は
不
安
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
家

族
が
歓
迎
し
、
優
し
く
し
て
く
れ
て
気

が
楽
で
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
語
で
は
な
く

英
語
で
話
を
し
て
く
れ
て
話
も
通
じ
た

し
、
勉
強
に
も
な
り
ま
し
た
。
僕
は
オ

ラ
ン
ダ
で
の
い
ろ
ん
な
活
動
を
通
し
て

英
語
を
聞
き
取
る
こ
と
が
得
意
に
な
っ

た
気
が
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は

一
日
中
日
本
語
が
な
い
環
境
で
過
ご

し
、
お
店
で
買
い
物
を
す
る
時
も
店
員

さ
ん
は
全
て
英
語
で
話
し
て
生
活
し
た

か
ら
で
す
。

　

僕
が
何
よ
り
も
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は

自
分
の
英
語
が
通
じ
た
こ
と
で
す
。
今

ま
で
何
気
に
勉
強
し
て
い
た
英
語
が
役

に
立
っ
た
か
ら
今
ま
で
勉
強
し
て
お
い

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
同
年
代

の
オ
ラ
ン
ダ
の
人
と
交
流
し
た
時
は
時

間
を
忘
れ
て
し
ま
う
く
ら
い
話
す
こ
と

が
楽
し
く
、
2
時
間
は
余
裕
で
話
し
続

け
ま
し
た
。
英
語
の
発
音
が
間
違
っ
て

い
た
ら
指
摘
し
て
く
れ
、
正
し
い
発
音

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
は
、

英
語
だ
け
で
は
な
く
オ
ラ
ン
ダ
語
も
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
語
は

英
語
が
単
純
化
し
て
出
来
た
も
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ

や
ｗ
ｈ
ａ
ｔ
な
ど
の
ス
ペ
ル
は
発
音
す

る
音
だ
け
で
単
語
が
形
成
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
僕
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
方

が
単
純
で
簡
単
な
の
か
も
し
れ
な
い
と

考
え
ま
し
た
。

　

今
回
オ
ラ
ン
ダ
へ
行
っ
た
こ
と
で
オ

ラ
ン
ダ
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
化
し
ま
し

た
。
風
景
が
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、

人
が
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
に
。
川
沿
い
に

建
ち
並
ぶ
家
に
船
を
使
っ
て
家
に
帰
る

イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
ス
ト
リ
ー
ト
沿
い
に

建
ち
並
ぶ
家
に
自
転
車
を
使
っ
て
家
に

帰
る
イ
メ
ー
ジ
に
。
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん

で
い
る
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
水
を
飲
ん
で

い
る
イ
メ
ー
ジ
に
な
り
ま
し
た
。

　

逆
に
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
も
変
化
し
ま

し
た
。伝
統
的
で
い
い
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、

堅
苦
し
く
、
面
白
み
が
な
い
イ
メ
ー
ジ

に
。
カ
ラ
フ
ル
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
和

柄
な
イ
メ
ー
ジ
に
。
紅
茶
を
飲
む
イ

メ
ー
ジ
か
ら
、
お
茶
を
飲
む
イ
メ
ー
ジ

に
な
り
ま
し
た
。
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海
外
の
イ
メ
ー
ジ
と
僕
の
夢

城
西
高
校　
1
年　

尾お
の
み
ち道　
蒼そ
う
じ
ゅ
ん純

　

僕
は
海
外
に
行
く
と
い
う
こ
と
が
初

め
て
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
不
安
で
し

た
。
言
葉
が
違
う
し
、
テ
ロ
と
か
犯
罪

と
か
ス
リ
だ
と
か
そ
う
い
う
も
の
が
心

配
で
し
た
。
い
ざ
オ
ラ
ン
ダ
に
行
っ
て

み
た
ら
、
み
ん
な
あ
っ
た
か
い
し
、
周

り
を
見
た
ら
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
も
取
り

合
っ
て
る
し
、
全
然
怖
く
な
か
っ
た
で

す
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
人
も
僕
ら
を
歓

迎
し
て
く
れ
て
、
料
理
と
か
も
わ
ざ
わ

ざ
こ
っ
ち
が
何
食
べ
た
い
か
聞
い
て
き

て
、
食
べ
て
み
た
い
も
の
を
言
っ
た
ら

本
当
に
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
海
外
」

と
い
う
の
を
イ
メ
ー
ジ
で
決
め
ち
ゃ
い

け
な
い
な
と
思
い
、
僕
の
中
の
海
外
の

イ
メ
ー
ジ
が
良
い
意
味
で
壊
れ
ま
し

た
。

　

僕
の
一
番
の
収
穫
は
、
ト
マ
ト
栽
培

施
設
を
訪
問
し
た
こ
と
で
す
。
施
設
の

規
模
の
大
き
さ
や
技
術
な
ど
に
驚
き
ま

し
た
。
日
本
で
の
ト
マ
ト
栽
培
と
言
え

ば
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
す
が
、
そ
こ
で

は
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
栽
培
と
い
う
方
法
を

取
り
入
れ
て
お
り
、
天
井
の
高
さ
は
10

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
約
80
種
類
の
ト
マ
ト
を
育
て

て
お
り
、
い
く
つ
か
試
食
し
ま
し
た
。

と
び
き
り
甘
い
も
の
も
あ
れ
ば
酸
っ
ぱ

い
も
の
、
今
ま
で
食
べ
た
こ
と
も
な
い

よ
う
な
不
思
議
な
味
も
あ
り
、
美
味
し

い
と
同
時
に
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
施
設
を
案
内
し
て
く
れ

た
オ
ラ
ン
ダ
在
住
の
水
城
さ
ん
と
、
自

分
の
将
来
や
農
業
の
こ
と
に
つ
い
て
よ

く
話
し
相
談
に
の
っ
て
も
ら
い
、
と
て

も
有
意
義
な
時
間
が
過
ご
せ
ま
し
た
。

今
後
ま
た
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た

ら
相
談
し
た
い
と
思
え
る
関
係
が
で
き

ま
し
た
。

　

僕
は
高
校
で
農
業
を
習
っ
て
い
る
の

で
、
こ
の
栽
培
施
設
で
学
ん
だ
技
術
を

応
用
で
き
る
か
ど
う
か
考
え
な
が
ら
今

後
の
勉
強
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

オ
ラ
ン
ダ
で
の
経
験

　
城
西
高
校
神
山
分
校　
2
年　

小こ

西に
し　
礼あ
や

之の

介す
け

　

僕
は
今
回
初
め
て
海
外
に
行
き
ま
し

た
。
以
前
の
僕
が
思
っ
て
い
た
オ
ラ
ン

ダ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
身
長
が
高
く
、
食

べ
物
は
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
で
食
べ
る

量
が
多
く
、建
物
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、

有
名
な
物
が
あ
ま
り
な
い
パ
ッ
と
し
な

い
場
所
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

で
も
実
際
に
行
っ
て
み
た
ら
、
思
っ

て
い
た
の
と
違
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
建
物
の
形
が
面
白
く

て
人
も
オ
シ
ャ
レ
で
優
し
く
て
と
て
も

い
い
町
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。し
か
し
、

都
会
は
タ
バ
コ
な
ど
を
吸
っ
て
い
る
人

が
多
い
し
、
ゴ
ミ
も
地
面
に
た
く
さ
ん

あ
っ
て
と
て
も
空
気
が
悪
か
っ
た
り
も

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
ジ
ー

ラ
の
家
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
初

日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
少
し
英
語

が
し
ゃ
べ
れ
て
、
理
解
も
で
き
、
自
分

と
し
て
は
な
か
な
か
い
い
感
じ
だ
と
思

い
ま
し
た
。
で
も
、
も
う
少
し
積
極
的

に
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
努
力
し
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。

　

2
日
目
の
夕
方
に
は
、
音
楽
の
ラ
イ

ブ
に
行
き
ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
人
は
と

て
も
テ
ン
シ
ョ
ン
が
高
く
て
み
ん
な
で

ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

次
の
日
に
は
、
学
校
で
日
本
の
料
理

と
オ
ラ
ン
ダ
の
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

ど
れ
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
ま
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
の
人
達
も
「
日
本
の
料
理
が

美
味
し
い
」
と
言
っ
て
く
れ
て
日
本
人

と
し
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て
、
日

本
と
オ
ラ
ン
ダ
の
歴
史
や
食
文
化
の
違

い
を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
高
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
通
訳
の
中
沢
さ
ん
の
よ
う

に
も
っ
と
英
語
を
喋
れ
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
い
う
思
い
も
持
ち
ま
し
た
。

　

も
う
こ
ん
な
経
験
は
二
度
と
な
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
生
活

に
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
い
け
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
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異
文
化
を
考
え
る

神
山
中
学
校　
3
年　

大お
お

野の　
嵩こ
う

介す
け

　

オ
ラ
ン
ダ
に
着
い
て
ま
ず
、
建
物
が

す
ご
く
オ
シ
ャ
レ
で
綺
麗
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
日
本
の
住
宅
地
は
同
じ
よ
う

な
形
で
同
じ
よ
う
な
色
の
建
物
が
並
ん

で
る
だ
け
な
の
に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
建
物

は
色
も
形
も
違
っ
て
い
て
す
ご
く
面
白

い
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
ま
で
外
国
に

行
っ
た
こ
と
の
な
い
僕
は
、「
こ
れ
が

外
国
か
ぁ
」
と
す
ご
く
驚
き
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
は
窓
が
大
き
く
、
オ
ラ
ン
ダ
に

は
山
が
な
い
の
で
と
て
も
い
い
景
色
で

し
た
。
そ
の
景
色
を
写
真
に
収
め
よ
う

と
し
て
ベ
ッ
ド
か
ら
転
げ
落
ち
た
の
が

記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

僕
が
す
ご
く
楽
し
み
に
し
て
い
た
サ

イ
ク
リ
ン
グ
は
、
予
想
し
て
い
た
以
上

に
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ほ
と
ん
ど
平
地

で
走
り
や
す
く
、
景
色
も
良
く
て
最
高

で
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
初

日
す
ご
く
戸
惑
い
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
温

か
く
迎
え
て
く
れ
た
の
で

す
が
、
緊
張
し
て
あ
ま
り
話

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
僕
に
話

す
時
は
英
語
で
言
っ
て
く

れ
る
の
で
す
が
、
家
族
同
士

の
普
段
の
会
話
は
オ
ラ
ン

ダ
語
で
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
語

は
全
く
わ
か
ら
な
い
の
で

「
え
？
え
？
」
と
い
う
感
じ

で
少
し
面
白
か
っ
た
で
す
。

　

僕
が
特
に
楽
し
か
っ
た
の
が
、
学
校

で
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
達
と
の
交
流

で
す
。
会
話
は
難
し
か
っ
た
け
ど
自
分

な
り
の
解
釈
を
し
た
り
、
全
然
分
か
ら

な
か
っ
た
ら
「
Ｙ
ｅ
ｓ
，
Ｙ
ｅ
ｓ
」
と

言
っ
た
り
通
訳
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て

た
く
さ
ん
話
を
し
ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ

人
は
す
ご
く
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
面
白
く
、

僕
た
ち
を
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
次
の
日
の
夜
、
学
校
の
体
育
館

で
バ
ス
ケ
を
し
ま
し
た
。
全
員
で
二

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
得
点
関
係
な
し
の

試
合
を
し
ま
し
た
。
点
を
入
れ
た
ら
ハ

イ
タ
ッ
チ
な
ん
か
も
し
て
く
れ
て
、
す

ご
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
す
ご
く
楽

し
く
て
、
夜
寝
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
少

し
オ
ラ
ン
ダ
の
子
と
話
を
し
た
り
し
ま

し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
は
す
ご
く
緊
張
し
た
し
、

英
語
も
伝
わ
っ
た
か
不
安
で
し
た
が
、

反
応
を
見
る
か
ぎ
り
、
大
体
は
伝
わ
っ

た
よ
う
な
の
で
良
か
っ
た
で
す
。
オ
ラ

ン
ダ
の
人
た
ち
か
ら
の
質
問
も
結
構

あ
っ
て
、
神
山
に
興
味
が
あ
る
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

ヤ
ス
ミ
ナ
さ
ん
や
現
地
に
い
た
水
城

さ
ん
、
根
津
さ
ん
、
中
條
さ
ん
に
も
す

ご
く
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
将
来
の

選
択
肢
に
オ
ラ
ン
ダ
の
生
活
が
入
る
ほ

ど
僕
に
と
っ
て
と
て
も
い
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！オ

ラ
ン
ダ
で
の
交
流
を
終
え
て

神
山
中
学
校　
2
年　

矢や

武た
け　

彩い
ろ
羽は

　

オ
ラ
ン
ダ
人
と
の
交
流
を
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。
私
は
、
も
と
も
と
自
分
か
ら

話
し
か
け
よ
う
と
し
な
い
タ
イ
プ
で
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
交
流
で
自
分
か
ら

積
極
的
に
話
し
か
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

オ
ラ
ン
ダ
の
交
流
に
行
く
人
の
中
に

は
、
全
く
知
ら
な
い
人
が
二
人
い
て
、

ど
う
な
る
か
心
配
だ
っ
た
け
ど
、
み
ん

な
と
仲
良
く
な
れ
て
安
心
し
ま
し
た
。

少
し
人
見
知
り
す
る
の
で
、
仲
良
く
な

れ
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

オ
ラ
ン
ダ
の
人
た
ち
は
と
て
も
優
し

く
て
、
ビ
ー
チ
や
農
家
に
連
れ
て
い
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
人
た
ち
は
い
つ

も
話
し
か
け
て
く
れ
、
会
話
を
し
や
す

か
っ
た
で
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け

入
れ
を
す
る
時
も
オ
ラ
ン
ダ
人
の
人
た

ち
が
し
て
く
れ
た
よ
う
に
お
も
て
な
し

を
し
っ
か
り
と
行
い
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
も
っ
と
神
山
の
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
い
、
神
山
に
ま
た
来
た
い
な
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
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イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
海
外

神
山
中
学
校　
2
年　

森も
り
本も
と　
謙け
ん
信し
ん

　

僕
は
は
じ
め
海
外
は
怖
い
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
行
く
の
に
少
し
不
安
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ス
キ
ポ
ー
ル
空
港
へ
着
く
と
全
て
が

英
語
オ
ラ
ン
ダ
語
の
表
記
で
、
外
国
へ

来
た
ん
だ
！
と
思
い
ま
し
た
。
電
車
で

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
駅
へ
行
く
途
中
の
窓

か
ら
み
た
景
色
は
日
本
と
は
違
う
街
並

み
で
、
家
に
使
わ
れ
て
い
る
材
料
も
違

い
、
西
洋
の
文
化
を
感
じ
ま
し
た
。
オ

ラ
ン
ダ
の
学
校
を
訪
問
し
た
時
も
、
カ

ラ
フ
ル
で
自
由
な
学
校
で
日
本
の
学
校

と
全
然
違
う
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
3
泊
4
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
体
験
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
普
段
の
生

活
の
様
子
を
知
れ
た
り
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
英
語
で
交
流
す
る
こ
と
が
で

き
て
す
ご
く
多
く
の
こ
と
が
短
い
時
間

に
頭
に
入
っ
て
来
ま
し
た
。
普
段
全
く

使
わ
な
い
英
語
を
使
っ
て
話
を
し
た
の

で
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
が
う
ま
く
伝

わ
ら
な
か
っ
た
り
、
英
語
の
意
味
が
分

か
ら
ず
話
し
た
い
の
に
話
せ
な
い
よ

う
な
気
持
ち
も
あ
っ
た
け
ど
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
な
ど
を
用
い
て
必
死
に
伝
え
ま

し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
中
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
ス
タ
ジ
オ
へ
行
き
ま
し
た
。
そ

こ
は
Ｙ
Ｏ
Ｕ 

Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
を
と
る
た
め

の
ス
タ
ジ
オ
で
、
最
初
は
そ
こ
で
卓
球

を
し
て
た
の
で
す
が
、
し
ば
ら
く
す
る

と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
カ
メ
ラ
を
回

し
始
め
て
動
画
を
と
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
し
ゃ
べ
る

こ
と
は
な
ん
か
面
白
か
っ
た
で
す
。

　

僕
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

て
、
文
化
の
違
う
人
同
士
が
交
流
す
る

こ
と
の
大
切
さ
や
自
分
の
意
思
で
動

き
、
考
え
、
人
に
自
分
の
伝
え
た
い
こ

と
を
は
っ
き
り
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

　

多
く
の
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
が
出

来
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。

初
の
海
外
、オ
ラ
ン
ダ
へ
行
っ
て
き
て

　
城
西
高
校
神
山
分
校　
2
年　鍛き
た
い　
知と
も

宏ひ
ろ

　

今
か
ら
一
年
前
の
話
で
す
。
オ
ラ
ン

ダ
と
聞
い
た
ら
風
車
と
い
う
の
が
第
一

印
象
で
し
た
。
そ
れ
以
外
何
に
も
出
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
そ
の
年
に

は
じ
ま
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
国
際
交
流
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
僕
は
オ
ラ
ン
ダ
に
住
ん

で
い
る
2
人
の
生
徒
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

と
い
う
形
で
受
け
入
れ
ま
し
た
。
僕
は

と
て
も
緊
張
し
て
い
た
の
で
あ
ま
り
話

が
で
き
な
く
て
と
て
も
悔
し
い
思
い
を

し
、
来
年
こ
そ
は
オ
ラ
ン
ダ
へ
行
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

海
外
に
行
く
の
が
初
め
て
だ
っ
た
の

で
ま
ず
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
に
「
英
語
い
け
る
か
な
」
と
か
「
体

調
崩
さ
ん
か
な
」
み
た
い
な
不
安
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

僕
は
オ
ラ
ン
ダ
の
食
文
化
が
気
に

な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
思
っ
て
た
も

の
と
大
き
く
違
い
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
や

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
し
て
も
、
パ
ン
や
甘

い
も
の
ば
か
り
で
、
野
菜
が
も
っ
と
出

て
来
る
の
か
と
思
っ
て
い
た
僕
は
神
山

と
の
違
い
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

一
番
の
楽
し
み
は
オ
ラ
ン
ダ
の
人
た

ち
と
話
す
こ
と
で
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
や
オ
ラ
ン
ダ
の
生
徒
と
話
す
の

は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
な
り
に
話

が
で
き
て
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
オ
ラ
ン
ダ
の
生
徒
た
ち
と
も

交
流
を
深
め
仲
良
く
な
り
、
10
月
に
会

う
の
が
と
て
も
待
ち
遠
し
か
っ
た
で

す
。
そ
し
て
今
、
オ
ラ
ン
ダ
の
生
徒
た

ち
が
神
山
に
来
て
い
ま
す
。
夏
に
会
っ

た
と
は
い
え
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
少

し
緊
張
し
て
い
ま
す
が
、
あ
の
時
の
よ

う
に
楽
し
く
交
流
し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
！
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
自

分
の
思
っ
た
以
上
に
充
実
し
、
い
い
刺

激
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
引
率
者
の
方
も
い
て
皆
で

作
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
が
、
将
来

は
自
分
自
身
で
プ
ラ
ン
を
作
り
、
外
国

へ
旅
に
出
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
す
る

神
山
中
学
校　
3
年　

川か
わ
崎さ
き　
友ゆ
う
輔す
け

　

僕
は
初
め
て
海
外
に
行
き
ま
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
の
人
は
と
て
も
優
し
い
の
で
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周
り
の
人
と
も
話
が
し
や
す
か
っ
た
で

す
。
ま
た
、
自
転
車
を
使
う
人
が
と
て

も
多
く
、
自
転
車
専
用
の
道
路
が
あ
っ

た
り
、
日
本
と
違
っ
た
少
し
変
わ
っ
た

建
物
も
見
れ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
自

転
車
に
乗
っ
た
時
は
神
山
と
違
っ
て
平

地
が
多
い
の
で
こ
ぎ
や
す
か
っ
た
で

す
。

　

ト
マ
ト
栽
培
施
設
で
は
約
90
種
類
の

ト
マ
ト
を
見
て
、
食
べ
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
栽
培
は
ほ
ぼ
機
械
が
行
い
、

成
長
し
た
ト
マ
ト
を
収
穫
し
や
す
い
と

こ
ろ
に
動
く
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
僕
は
八
人
家

族
の
所
で
一
緒
に
生
活
し
ま
し
た
。
最

初
の
方
は
と
て
も
緊
張
し
て
、
英
語
で

し
っ
か
り
し
ゃ
べ
れ
る
か
不
安
で
自
分

か
ら
話
し
か
け
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
け

れ
ど
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
人
が
優
し
く

し
て
く
れ
た
の
で
自
分
も
少
し
気
が
楽

に
な
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
特

に
感
動
し
た
の
が
ご
飯
を
食
べ
る
前
と

食
べ
た
後
に
手
を
合
わ
せ
て
お
ま
じ
な

い
を
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
日
本
で
も

こ
の
よ
う
な
文
化
を
少
し
入
れ
た
方
が

い
い
と
思
い
ま
し
た
。　

　

次
の
日
は
動
物
園
と
水
族
館
が
一
緒

に
な
っ
て
い
る
ユ
ー
ロ
ー
マ
ス
ト
と
い

う
所
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

動
物
園
で
は
徳
島
の
動
物
園
と
全
然
広

さ
が
違
い
、
一
周
す
る
の
に
5
時
間
ぐ

ら
い
か
か
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
見
れ

な
い
動
物
も
見
れ
て
幸
せ
で
し
た
し
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
動
物
が
好
き
な

の
で
話
が
と
て
も
弾
み
ま
し
た
。
ユ
ー

ロ
ー
マ
ス
ト
は
高
さ
が
約
1
8
5
メ
ー

ト
ル
あ
り
、
一
番
上
か
ら
見
る
景
色
は

と
て
も
綺
麗
で
最
高
で
し
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
は
毎
週
日
曜
日
に
教
会
に

人
が
集
ま
り
、
神
に
感
謝
を
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
学
校
に
着
て
い
く
服
も

決
ま
り
は
な
く
何
で
も
い
い
の
で
日
本

で
も
そ
う
し
て
欲
し
い
で
す
。

　

最
後
に
、
オ
ラ
ン
ダ
を
訪
問
し
て
た

く
さ
ん
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
日

本
語
以
外
で
し
ば
ら
く
生
活
す
る
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
こ
の
機
会
に
出
来
て

と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
英
語
を
使
っ
て
積
極
的
に
話

し
か
け
て
い
き
た
い
で
す
。
オ
ラ
ン
ダ

に
行
っ
て
思
い
出
が
た
く
さ
ん
作
れ
ま

し
た
。

次回、相互交流として10月にオランダから10名が訪問したときのレポートをお伝えします。

主催：神山町教育委員会　　受託：一般社団法人神山つなぐ公社
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
は
「
里
山
の

文
化
を
継
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
、
神
山
に

住
ま
う
皆
さ
ま
か
ら
、
昔
か
ら
受
け
継

が
れ
て
き
た
神
山
の
自
然
や
暮
ら
し
の

知
恵
を
学
び
、
広
げ
る
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

東
京
で
ス
ッ
パ
イ
体
験
会
開
催

　

す
だ
ち
の
魅
力
を
都
市
に
伝
え
た

い
！
と
、す
だ
ち
の
旬
の
9
月
8
日
、東

京
に
あ
る
徳
島
の
食
の
情
報
発
信
・
交
流

拠
点
で
あ
る〝
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
〟に
て
、

す
だ
ち
の
体
験
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

都
市
に
住
ま
う
若
い
方
々
へ
の
新
し

い
す
だ
ち
の
使
い
方
の
提
案
と
し
て
、

「
神
山
す
だ
ち
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
を
約
60

名
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
作
り
ま
し
た
。

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
、
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル

の
シ
ェ
フ
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出

身
の
ジ
ョ
ー
ダ
ン
氏
が
、
神
山
の
梅
シ

ロ
ッ
プ
や
タ
イ
の
ナ
ン
プ
ラ
ー
（
魚
醤

の
一
種
）
も
使
っ
て
、
す
だ
ち
の
魅
力

が
詰
ま
っ
た
レ
シ
ピ
を
開
発
し
て
く
れ

ま
し
た
。（
レ
シ
ピ
は
、
神
山
町
役
場

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
コ
ー
ナ
ー
で
公
開
し
て
い
ま
す
。）

　

当
日
は〝
神
山
マ
ル
シ
ェ
〟も
開
催
さ

れ
、椎
茸
な
ど
の
農
産
物
や
、梅
干
し
や

も
ろ
み
な
ど
も
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

神
山
の
食
の
魅
力
に
触
れ
、
持
ち
帰
っ

て
家
族
や
友
人
と
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
で
、神
山
へ
関
心
を
寄
せ
る
方
が
増

え
て
、ふ
る
さ
と
納
税
で
応
援
し
て
も

ら
っ
た
り
、
い
つ

か
遊
び
に
来
て
い

た
だ
い
た
り
…
、

す
だ
ち
が
繋
い
だ

ご
縁
が
、
い
ろ
い

ろ
な
形
で
こ
れ
か

ら
も
広
が
っ
て
い

き
ま
す
よ
う
に
。

鮎
喰
川
に
木
の
S
U
P
で

�
浮
か
ぼ
う
！

　

神
山
町
を
東
西
に
流
れ
る
清
流
、
鮎

喰
川
。
し
か
し
、
昔
と
比
べ
て
水
量
が

減
り
、
そ
の
原
因
に
は
植
林
し
た
木
々

の
影
響
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
鮎
喰
川
の
自
然
を
体
験
し
な
が

ら
、
山
と
川
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
考

え
よ
う
と
「
鮎
喰
川
に
木
の
Ｓ
Ｕ
Ｐ
で

浮
か
ぼ
う
！
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
ま
し
た
。
Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
サ
ッ
プ
＝
ス

タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
）
と
は
、

ボ
ー
ド
の
上
に
立
っ
て
パ
ド
ル
で
漕
い

で
水
面
を
進
む
、今
話
題
の
水
上
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
那
賀
町
の
杉
で
木
の
ボ
ー
ド

を
作
る
活
動
を
さ
れ
て
い
る
那
賀
町
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
高
森
康
博
さ
ん
と
、

Ｓ
Ｕ
Ｐ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ラ
イ

フ
セ
ー
バ
ー
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い

る
軽
井
沢
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
の
樫
本
知

也
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
イ
ベ
ン

ト
当
日
の
9
月
20
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

な
ん
と
当
日
は
朝
か
ら
雨
。
し
か
し

開
始
直
前
に
雨
が
止
み
、
約
10
人
の
参

加
者
が
木
の
Ｓ
Ｕ
Ｐ
で
鮎
喰
川
に
立
っ

た
り
寝
そ
べ
っ
た
り
、
正
に
川
と
一
体

に
な
り
な
が
ら
、
森
の
木
々
が
雨
水
を

蓄
え
、そ
の
水
が
川
に
流
れ
、や
が
て
海

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
、そ
ん
な
山
と

川
と
海
の
つ
な
が
り

を
体
感
し
ま
し
た
。

　

神
山
の
自
然
を
次

の
世
代
に
継
い
で
い
け

る
よ
う
に
と
、そ
ん
な

想
い
を
抱
い
て
神
山

町
地
域
お
こ
し
協
力

隊「
里
山
あ
そ
び
部
」

は
こ
れ
か
ら
も
活
動

し
て
い
き
ま
す
！

大
豆
か
ら
味
噌
を
作
り
た
い
！

�

暮
ら
し
の
技
部

　

神
山
の
暮
ら
し
の
中
で
特
に「
豊
か
だ

な
ぁ
」
と
思
う
の
が
、食
の
手
作
り
率
の

高
さ
。
お
金
さ
え
出
せ
ば
な
ん
で
も
買

え
て
し
ま
う
今
の
ご
時
世
で
、手
間
を
か

け
て
作
ら
れ
た
も
の
は
と
て
も
貴
重
で

す
。
し
か
も
、心
が
こ
も
っ
た
も
の
は
本

当
に
お
い
し
い
。
そ
ん
な
昔
か
ら
の
手
作

り
の
技
を
引
き
継
ぎ
た
い
と
、私
た
ち
協

力
隊
が
注
目
し
た
の
が
、毎
日
の
食
卓
で

欠
か
せ
な
い「
味
噌
」で
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
昔
は
神
山
で
も
大
豆
が
育

て
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
神
山
町

内
で
育
て
て
い
る
人
は
ご
く
わ
ず
か
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
気
候
や
鳥
獣

害
、
虫
の
発
生
な
ど
、
今
の
環
境
で
神

山
で
大
豆
を
育
て
る
こ
と
は
条
件
的
に

厳
し
い
そ
う
で
す
が
、
大
豆
作
り
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
神
山

森
林
組
合
の
前
の
畑

で
大
豆
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。

　

協
力
隊
大
豆
は
果

た
し
て
実
る
で
し
ょ

う
か
？
収
穫
ま
で
も

う
少
し
で
す
！【川野　歩美】

町の大工さんにお
願いし、我が家の
改修工事がはじまり
ました。築150年の
古民家、床をはが
すと、なんと大きな
芋蔵が二つも！昔の
暮らしに思いを馳
せた出来事でした。

【織田　智佳】
すだちの収穫に稲
刈り、秋祭りと神山
の秋は大忙し。すぐ
に年の瀬もやってき
そう！豊かでクリエ
イティブな里山の暮
らしを地域の皆さ
んから学びながら、
残り半年の任期も
駆け抜けます！

【神野　昌子】
今年のお米作りが
無 事 に 終 わ っ て
ホッとしています。
長雨や台風の度に

「稲は無事か ？！」と
ヒヤヒヤしていま
したが、今年も美
味しい新米が食べ
られて嬉しいです。

地域おこし
協力隊
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～ 

人
が
住
ま
な
く
な
っ
た
家 

～

　

神
山
の
家
は
、

山
を
背
に
し
て
斜

面
に
張
り
付
く
よ

う
に
建
っ
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
湿

度
が
高
い
気
候
も
特
徴
的
で
す
。
そ
ん

な
場
所
に
建
つ
家
は
、
人
が
住
ま
な
く

な
る
と
ど
う
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う

か
。
鬼
籠
野
で
改
修
し
た
「
す
み
は
じ

め
住
宅
西
分
の
家
」
を
例
に
お
話
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

雨
戸
が
締
め
切
ら
れ
た
外
観
は
、
大

き
な
傷
み
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、

中
へ
入
る
と
北
側
の
畳
が
抜
け
落
ち
て

い
ま
し
た
。
家
を
支
え
る
構
造
部
材
が

折
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
こ
ろ
も
。
山

側
の
屋
根
に
は
、
松
が
生
え
は
じ
め
、

落
ち
葉
も
た
く
さ
ん
積
も
っ
て
い
ま
し

た
。
家
だ
け
で
な
く
、
裏
山
の
手
入
れ

が
行
き
届
か
な
く

な
り
、
屋
根
や
排

水
路
に
溜
ま
っ
た

落
ち
葉
が
湿
気
を

蓄
え
て
い
た
こ
と

も
、
家
が
劣
化
し

て
い
っ
た
一
因
と

思
わ
れ
ま
す
。

～ 

住
み
な
が
ら
で
き
る
こ
と 

～

　

家
が
よ
い
状
態
で
い
る
と
、
自
分
が

住
ま
な
く
な
っ
た
あ
と
も
、
帰
っ
て
き

た
家
族
や
ま
た
別
の
誰
か
に
気
持
ち
よ

く
住
み
継
い
で
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
だ
住
ん
で
い
る
う
ち
か
ら
で
き

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
お
掃
除
で
劣
化
を
予
防
」

　

お
掃
除
を
す
る
と
、
家
の
不
具
合
や

汚
れ
が
よ
く
見
え
ま
す
。
大
き
な
修
繕

が
必
要
に
な
る
前
に
、
家
の
劣
化
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。家
の
中
だ
け
で
な
く
、

周
辺
の
草
木
の
お
手
入
れ
も
。

「
押
入
も
ダ
イ
エ
ッ
ト
」

　

ま
だ
使
う
か
も
、
一
旦
し
ま
っ
て
お

こ
う
と
、
押
入
が
メ
タ
ボ
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？
必
要
な
も
の
だ
け
に
し
て

風
通
し
を
よ
く
す
る
と
、
湿
気
の
削
減

に
。
家
の
周
り
に
も
、
物
を
放
置
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

家
は
、
人
が
暮
ら
し
て
い
る
と
い
つ

ま
で
も
生
き
生
き
と
し
て
い
ま
す
。
人

の
息
遣
い
が
ち
ゃ
ん
と
家
に
も
伝
わ
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
家
も

一
緒
に
長
生
き
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〈
空
き
家
の
質
問
あ
れ
こ
れ
〉

Ｑ
．�

空
き
家
を
貸
し
た
ら
、　

家
の
修
理
費
は
ど
う
な

る
の
？

Ａ
．
借
主
に
修
理

を
し
て
も
ら
う
契

約
も
で
き
ま
す
。

　

空
き
家
に
な
っ

た
家
は
、
換
気
が

行
き
届
か
ず
に
床
下
が
傷
ん
で
い
た

り
、
水
回
り
の
設
備
が
老
朽
化
で
故
障

し
て
い
た
り
す
る
な
ど
、
次
の
人
の
入

居
前
に
修
理
が
必
要
な
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
家
の
賃
貸
契
約
で
は
、
現

状
の
ま
ま
で
家
を
借
り
て
も
ら
い
、
修

理
の
負
担
は
借
主
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
借
主
に
は
費
用
や
時
間
な
ど
の
負

担
が
か
か
り
ま
す
が
、
自
分
た
ち
の
生

活
、
好
み
に
合
わ
せ
た
改
修
が
で
き
る

と
い
う
利
点
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
あ

く
ま
で
賃
貸
な
の
で
、
大
規
模
な
修
理

に
は
借
主
も
お
よ
び
腰
に
な
り
が
ち
で

す
。
特
に
雨
漏
り
は
家
全
体
に
悪
影
響

が
広
が
り
や
す
い
の
で
、
雨
漏
り
に
気

づ
い
た
場
合
は
借
主
か
ら
早
め
に
連
絡

を
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
貸
主

と
借
主
が
修
理
費
用
を
出
し
合
う
な
ど

し
て
手
早
く
対
処
で
き
れ
ば
、
家
を
よ

り
長
持
ち
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
一
般
的
な
賃
貸
契
約
の
よ

う
に
、
大
規
模
な
修
理
は
貸
主
が
負
担

す
る
契
約
に
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

賃
貸
期
間
中
の
修
理
に
つ
い
て
は
、
家

の
状
態
と
将
来
の
活
用
方
針
、
契
約
期

間
や
家
賃
な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
、
貸
主

と
借
主
の
一
方
に
負
担
が
か
か
り
す
ぎ

な
い
よ
う
、
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー

が
話
し
合
い
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま

す
。

空
き
家
相
談
、は
じ
め
ま
し
た
。③

�

空
き
家
に
関
す
る
情
報
を
全
5
回
お
届
け
し
て
い
き
ま
す

▲神山つなぐ公社
建築士　

　赤尾苑香

▲移住交流支援
センター伊藤

総合窓口
神山町産業観光課

☎ 088-676-1118

空き家の契約と移住
移住交流支援センター
☎ 088-676-1177

相談は
無料です
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堀
井
　
靖
夫
　
さ
ん

高
齢
者
叙
勲
　
瑞ず
い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

寶
雙
光
章

　

堀
井　

靖
夫
さ
ん
（
88
歳
・
神
領
字

西
野
間
）
は
、
昭
和
26
年
北
海
道
天
塩

郡
幌
延
小
学
校
で
教
諭
と
な
り
、
昭
和

29
年
4
月
か
ら
は
徳
島
県
の
教
員
と
し

て
、
平
成
3
年
3
月
に
広
野
小
学
校
長

で
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
40
年
間
、
県
内

外
の
小
・
中
学
校
の
教
育
の
振
興
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
分
中
学
校
勤
務
時
代
に
、
小
規
模

校
の
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
を
県
ベ
ス

ト
4
に
導
く
な
ど
、
部
活
動
に
も
熱
心

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
神
山
中

学
校
勤
務
時
代
に
は
、
学
年
主
任
や
進

学
主
任
と
し
て
生
徒
の
進
学
・
就
職
の

た
め
に
手
腕
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、

若
手
職
員
の
指
導
や
育
成
に
ご
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

校
長
時
代
は
、
徳
島
県
立
牟
岐
少
年

自
然
の
家
の
初
代
職
員
と
し
て
、
施
設

整
備
や
教
材
開
発
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成

等
の
基
礎
作
り
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
現
場
で
は
、
教
職
員
を
主

導
し
、
児
童
の
自
主
性
や
実
践
力
を
伸

ば
す
た
め
の
教
育
活
動
の
推
進
に
率
先

し
て
取
り
組
み
、
児
童
の
学
力
向
上
は

も
と
よ
り
教
員
の
指
導
力
の
向
上
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
長
年
に
わ
た
る
教
育
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、今
回
の
栄
誉
に
輝
い
た
も
の
で
す
。

健
康
づ
く
り
推
進
活
動
功
労
者
知

事
表
彰
　
森
本
知
世
子
さ
ん
受
賞

　

9
月
11
日
、
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
「
平
成
30
年
度
健
康
を
考
え

る
県
民
の
つ
ど
い
」
に
お
い
て
、
森
本

知
世
子
さ
ん
（
広
野
）
が
健
康
づ
く
り

推
進
活
動
功
労
者
知
事
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

森
本
さ
ん
は
、
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）
会
長
と
し
て
、

多
年
に
わ
た
り
食
生
活
改
善
の
普
及
啓

発
活
動
等
に
努
め
ら
れ
、
住
民
の
健
康

の
保
持
増
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

町
長
表
彰

相
原
　
佑
香
さ
ん

　

第
1
0
3
回
二
科
展
デ
ザ
イ
ン
部
に

お
い
て
、
ポ
ス
タ
ー
及
び
イ
ラ
ス
ト
の

2
部
門
で
入
選
さ
れ
た
、
城
南
高
等
学

校
3
年
美
術
部
部
長
の
相
原
佑
香
さ
ん

（
神
領
字
西
上
角
）
に
町
長
表
彰
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

相
原
さ
ん
は
昨
年
に
続
き
2
年
連
続

複
数
部
門
で
入
選
さ
れ
、
高
校
生
で
は

全
国
的
に
も
非
常
に
数
少
な
い
快
挙
を

成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
「
こ
の
受
賞
は
神
山
町
に

と
っ
て
も
非
常
に
名
誉
な
こ
と
で
す
。」

と
お
祝
い
の
こ
と
ば
が
か
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

相
原
さ
ん
は
来
年
4
月
か
ら
大
学
生

と
な
り
、
高
校
と
は
違
っ
た
新
し
い
世

界
に
挑
戦
を
し
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、神
山
で
頑
張
っ
た
こ
と
を
胸
に
、

こ
れ
か
ら
も
活
躍
を
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

※�

入
選
作
品
は
裏
表
紙
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

第
60
回
町
長
旗
争
奪

軟
式
野
球
大
会

　

第
60
回
町
長
旗
争
奪
軟
式
野
球
大
会

が
8
月
22
日
か
ら
8
月
29
日
ま
で
の
4

日
間
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
5
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
延
長
ま
で
も
つ
れ
る
接
戦

と
な
り
ま
し
た
が
、
4
対
2
で
寄
井
体

協
が
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
寄
井
体
協

は
10
月
12
日
に
行
わ
れ
た
名
西
郡
大
会

に
神
山
町
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し

た
。
名
西
郡
大
会
で
は
初
回
に
3
点
を

先
制
し
、
最
後
ま
で
堅
い
守
備
で
守
り

切
り
見
事
勝
利
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

まちの
　 出来事

かん太くん

▲徳島県知事より表彰状を受け取られる森本知世子さん

▪町大会 1 回戦
阿　　　川　0 － 1　寄 井 体 協
広 野 体 協　7 － 0　鬼籠野体協
▪町大会 2 回戦
中 津 体 協　2 － 9　寄 井 体 協
▪町大会決勝戦
寄 井 体 協　4 － 2　広 野 体 協
▪名西郡大会
寄 井 体 協　3 － 1　石井町役場

（神山町代表）� （石井町代表）
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平
成
30
年
度

神
山
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

平
成
30
年
度
神
山
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
が
10
月
12
日
、
町
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
17
名
が
参
加
し
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
良

い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
な
か
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
ご
ろ
よ
り
プ

レ
ー
を
共
に
す
る
選
手
同
士
の
試
合
で

す
が
、
上
位
は
数
打
差
と
な
り
、
接
戦

の
末
に
順
位
が
決
定
し
ま
し
た
。
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
　
岩
丸
　
久
子

準
優
勝
　
　
多
田
　
良
一

第
3
位
　
　
北
山
　
　
始

神
山
町
子
ど
も
議
会

　

10
月
29
日
、
神
山
町
議
場
で
神
山
中

学
校
3
年
生
23
人
の
議
員
に
よ
る
神
山

町
子
ど
も
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
模
擬
町
議
会
を
体
験
す
る

こ
と
に
よ
り
、
町
政
を
身
近
に
感
じ
、

地
方
自
治
の
姿
の
一
端
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
神
山
町
民
と
し
て
の
自
覚
と
郷
土

を
愛
す
る
心
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
今
回
で
4
回
目
の
開
催

で
す
。

　

議
員
た
ち
は
議
長
が
1
人
と
3
人
ま

た
は
4
人
の
6
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、地
方
創
生
や
学
校
教
育
全
般
、安
全
・

安
心
体
制
、
生
活
環
境
の
改
善
、
学
習

環
境
（
施
設
）
の
改
善
、
観
光
振
興
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
質
問
を
し
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

備
品
を
整
備
し
ま
し
た

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と

し
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

必
要
な
備
品
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
こ
の
宝
く
じ
助
成
金

で
さ
ら
な
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
発
展

の
た
め
、
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
で
は
一
ノ
坂
自
治
会
が
椅
子
や
机
な

ど
を
整
備
し
、
地
域
づ
く
り
助
成
事
業

で
は
神
山
町
が
福
祉
車
両
を
整
備
し
ま

し
た
。

15 平成30年11月15日発行



阿
川
28
歩
の
会
に
よ
る

か
か
し
設
置

　

10
月
12
日
、
神
領
地
区
の
国
道
4 

3

8
号
線
沿
い
の
空
き
地
に
阿
川
28
歩
の

会
が
、
手
作
り
の
か
か
し
を
設
置
し
ま

し
た
。

　

早
朝
よ
り
集
ま
っ
た
会
員
た
ち
は
設

置
場
所
の
草
刈
り
を
行
っ
た
あ
と
、
か

か
し
を
支
え
る
支
柱
を
立
て
る
な
ど
手

慣
れ
た
様
子
で
作
業
を
す
す
め
、
お
遍

路
さ
ん
を
接
待
す
る
地
域
の
人
々
の
様

子
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
も

手
伝
い
な
が
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

作
っ
た
で
き
た
て
の
あ
ん
こ
餅
を
美
味

し
そ
う
に
食
べ
る
お
遍
路
さ
ん
は
、
そ

こ
で
ゆ
っ
く
り
と
疲
れ
を
癒
や
し
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

下
分
保
育
所
の
子
供
た
ち

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮
装
を
楽
し
む

　

10
月
26
日
、
下
分
保
育
所
の
子
ど
も

た
ち
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
で
作
っ
た

お
気
に
入
り
の
仮
装
を
し
て
、
下
分
公

民
館
と
今
井
郵
便
局
を
訪
れ
、
手
作
り

の
紙
袋
に
た
く
さ
ん
の
お
菓
子
を
詰
め

込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

下
分
公
民
館
に
飾
ら
れ
た
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
の
飾
り
付
け
の
中
に
あ
っ
た
動
く
お

も
ち
ゃ
を
見
せ
て
も
ら
う
と
、
驚
き
の

歓
声
が
あ
が
り
、
お
も
ち
ゃ
と
同
じ
動

き
を
ま
ね
す
る
な
ど
と
て
も
楽
し
そ
う

で
し
た
。

　

こ
れ
は
下
分
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員

会
が
地
域
の
み
ん
な
で
子
供
た
ち
を
見

守
ろ
う
と
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
分
地
区
防
災
訓
練
開
催

　

10
月
28
日
、
下
分
小
学
校
で
、
下
分

地
区
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
主
催
で

神
山
消
防
署
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
下

分
消
防
団
の
協
力
の
も
と
防
災
訓
練
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
分
地
区
の
住
民
約
2
5
0
人
が
参

加
し
、「
水
消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火

訓
練
」「
A
E
D
の
取
扱
訓
練
」「
ロ
ー

プ
取
扱
い
訓
練
」「
簡
易
担
架
作
成
訓

練
」「
災
害
用
炊
飯
器
（
ハ
イ
ゼ
ッ
ク

ス
）
を
使
用
し
た
炊
き
出
し
訓
練
」「
災

害
時
等
に
お
け
る
通
報
訓
練
」
を
行
っ

た
あ
と
、
役
場
総
務
課
に
よ
る
防
災
講

座
で
は
、
避
難
所
設
備
品
を
使
っ
て
テ

ン
ト
・
仮
設
ト
イ
レ
・
間
仕
切
り
等
の

設
営
指
導
及
び
設
置
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
最
後
は
、非
常
食
体
験
と
し
て
、

炊
き
出
し
の
カ
レ
ー
を
み
ん
な
で
食
べ

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
実
際
に
下
分
公
民
館
に

あ
る
備
品
の
使
い
方
を
知
る
こ
と
が
出

来
て
良
か
っ
た
。
日
頃
か
ら
、
水
や
食

料
な
ど
避
難
備
蓄
品
を
準
備
し
よ
う
と

思
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

▲力を合わせてかかしを設置する28歩の会のみなさん

▲テント設置訓練

▲簡易担架訓練

▲社協によるハイゼックス訓練

▲AED訓練

▲消火器訓練

▲ロープ訓練
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総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 －

1
1
1
1

Ｉ
Ｐ 
2
0
0
1

上
分
地
区
に
集
落
支
援
員
を
配
置
し

ま
し
た

　

10
月
1
日
よ
り
役
場
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
職
員
で
あ
る
集
落
支
援
員
3
名
が
、

上
分
公
民
館
を
拠
点
と
し
、
上
分
地
区

で
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

支
援
員
名

　
　

小　

崎　

啓　

子

　
　

西　

森　

章　

江

　
　

小
坂
田　

美　

香

　

集
落
支
援
員
は
、
各
戸
を
訪
問
し
な

が
ら
集
落
の
状
況
を
把
握
し
整
理
し
ま

す
。
次
に
、
そ
の
整
理
し
た
集
落
の
状

況
を
住
民
と
共
有
し
、
集
落
と
し
て
あ

る
べ
き
姿
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

す
。
そ
し
て
、
話
し
合
い
を
通
じ
て
必

要
と
考
え
た
施
策
を
住
民
と
一
緒
に
取

り
組
み
ま
す
。
こ
れ
ら
の
役
割
を
担
う

の
が
集
落
支
援
員
で
す
。

※�

集
落
支
援
員
制
度
は
総
務
省
の
制
度

で
あ
り
、
地
方
自
治
体
へ
財
政
措
置

が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

電
話
番
号　

0
8
8

－

6
7
6

－

1
1
1
1

�

（
I
P
2
0
0
1
）

住
民
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 －

1
1
1
3

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
3

本
人
通
知
制
度
の
ご
案
内

　

10
月
1
日
か
ら
、
本
人
通
知
制
度
を

開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
人
通
知
制
度
と
は
、
事
前
に
登
録

さ
れ
た
方
に
対
し
住
民
票
の
写
し
な
ど

の
証
明
書
を
本
人
の
代
理
人
や
第
三
者

に
交
付
し
た
と
き
、
そ
の
交
付
の
事
実

を
本
人
に
知
ら
せ
る
制
度
で
す
。
不
正

請
求
の
早
期
発
見
や
不
正
取
得
の
抑
止

並
び
に
個
人
の
権
利
の
侵
害
及
び
防
止

を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

■
登
録
で
き
る
人

・�

神
山
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
人
、
ま
た
は
記
載
さ
れ
て

い
た
人

・�

神
山
町
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る

人
、ま
た
は
記
載
さ
れ
て
い
た
人

■
通
知
対
象
と
な
る
証
明
書

・�

住
民
票
の
写
し

　
（
住
民
票
除
票
を
含
む
）

・�

住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

・�

戸
籍
謄
抄
本

　
（
除
籍
・
改
製
原
を
含
む
）

・�

戸
籍
の
附
票
の
写
し

・�

戸
籍
記
載
事
項
証
明
書
等　

■
登
録
申
請
に
必
要
な
も
の

・�

事
前
登
録
申
請
書

・�

印
鑑

・�

本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
、
旅
券
な
ど
顔
写
真

が
添
付
さ
れ
た
も
の
。
お
持
ち
で
な

い
場
合
は
、
官
公
署
が
発
行
し
た
書

類
で
、
住
所
・
氏
名
等
が
確
認
で
き

る
も
の
2
点
）

※�

代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
委
任
状

等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。　

■
登
録
有
効
期
間

・�

登
録
し
た
日
の
翌
日
か
ら
廃
止
な
ど

の
申
出
が
あ
る
ま
で

■
登
録
申
請
窓
口

・�

神
山
町
役
場
住
民
課
ま
た
は
広
野
支

所本
人
確
認
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　

各
種
証
明
書
の
交
付
請
求
、
戸
籍
の

届
出
お
よ
び
住
所
の
異
動
等
の
際
に
本

人
確
認
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

手
続
き
の
際
に
は
ご
持
参
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
本
人
確
認
書
類
の
例

①
顔
写
真
が
添
付
さ
れ
た
も
の

　
（
1
点
確
認
）

運
転
免
許
証
、旅
券
、個
人
番
号
カ
ー

ド
、
そ
の
他
官
公
署
が
発
行
し
た
証

明
書
等

②�
写
真
付
き
の
証
明
書
を
お
持
ち
で
な

い
場
合
（
2
点
確
認
）

健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
医
療
受

給
者
証
等
の
公
的
機
関
が
発
行
し
た

書
類

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、
預
・
貯
金
通

帳
、
そ
の
他
通
常
本
人
し
か
も
ち
得

な
い
書
類

■
窓
口
に
来
た
方
の
必
要
書
類

代
理
人
・
使
者
か
ら
の
請
求
の
場
合

→
本
人
直
筆
の
委
任
状

第
三
者
か
ら
の
請
求
の
場
合

→
正
当
な
利
害
関
係
が
わ
か
る
書
類

本
人
と
確
認
で
き
る
書
類
、
資
格
の
確

認
資
料
等
の
提
示
が
さ
れ
な
い
と
き

は
、
証
明
書
等
を
交
付
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す

●
紙
資
源
の
出
し
方
に
つ
い
て

　

紙
資
源
（
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、

紙
パ
ッ
ク
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
種
類
ご
と

に
分
別
し
て
、白
色
の
紙
ひ
も（
ビ
ニ
ー

ル
ひ
も
は
不
可
）
で
十
字
に
縛
り
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

汚
れ
た
紙
く
ず
や
そ
の
ほ
か
の
ご
み

が
混
ざ
っ
て
い
た
り
、
新
聞
と
雑
誌
が

混
ざ
っ
て
い
る
な
ど
種
類
ご
と
に
分
別

さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
収
集
を
行
い
ま

せ
ん
。

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方
に
つ
い
て

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ

ベ
ル
を
取
り
外
し
て
か
ら
指
定
袋
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
取
り
外
し
た
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ

ベ
ル
は
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
と
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
生
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

　

生
ご
み
は
で
き
る
限
り
水
気
を
切

り
、
指
定
袋
の
口
を
固
く
閉
じ
て
、
汁

役場からの
　おしらせ

あゆちゃん
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が
外
に
漏
れ
出
る
こ
と
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

健
康
福
祉
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 －

1
1
1
4

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
4

平
成
31
年
度
保
育
所
入
所
申
込
み
の

ご
案
内

　

平
成
31
年
度
保
育
所
入
所
申
込
み
の

受
付
を
平
成
30
年
11
月
5
日
か
ら
行
い

ま
す
。

■
受
付
期
間

　

平
成
30
年
11
月
5
日
（
月
）
か
ら
平

成
30
年
11
月
30
日
（
金
）
ま
で
（
土
日

祝
日
は
除
く
）

■
受
付
場
所

　

下
分
保
育
所
・
広
野
保
育
所
・
健
康

福
祉
課

■
対
象
児
童

　

保
護
者
の
仕
事
や
家
庭
の
事
情
（
出

産
前
後
や
病
気
、
又
は
家
族
の
看
護
を

含
む
）
な
ど
に
よ
り
、
昼
間
家
庭
で
保

育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
生
後
6
か
月
か

ら
6
歳
ま
で（
小
学
校
就
学
前
）の
児
童
。

※�

保
護
者
及
び
入
所
を
希
望
す
る
児
童

の
住
所
が
神
山
町
に
あ
り
、
か
つ
神

山
町
に
居
住
し
て
い
る
（
生
活
の
本

拠
地
が
神
山
町
で
あ
る
）
こ
と
が
条

件
と
な
り
ま
す
。

■
必
要
書
類

①
支
給
認
定
申
請
書

（
各
受
付
場
所
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。
※
途
中
入
所
を
考
え
ら
れ
て
い

る
方
も
、
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。）

②�

保
護
者
が
保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証

明
す
る
書
類

　
（
就
労
証
明
書
、
母
子
手
帳
な
ど
）

③
個
人
番
号

（
世
帯
全
員
分
必
要
で
す
。
申
請
書

に
間
違
い
の
無
い
よ
う
に
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
※
継
続
入
所
の
方
は
不

要
で
す
。）

※�

受
付
期
間
以
降
の
申
込
み
に
つ
い
て

は
、
4
月
か
ら
の
入
所
が
困
難
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
期
間
内

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

★
お
問
い
合
わ
せ
先

下
分
保
育
所

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

6
7
7

－
0
2
2
2

　
　
　
　
　
（
Ｉ
Ｐ
2
0
2
6
）

広
野
保
育
所

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

6
7
8

－

0
5
5
6

　
　
　
　
　
（
Ｉ
Ｐ
2
0
2
7
）

神
山
町
役
場
健
康
福
祉
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

6
7
6

－

1
1
1
4

　
　
　
　
　
（
Ｉ
Ｐ
2
0
0
4
）

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手

当
に
つ
い
て

◆
児
童
扶
養
手
当

◦
児
童
扶
養
手
当
と
は
？

　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
ま
た
は
母

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を

監
護
、
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
は
、

監
護
・
養
育
さ
れ
て
い
る
児
童
が
18
歳

に
達
し
た
年
度
末
（
政
令
で
定
め
る
障

が
い
の
あ
る
児
童
は
20
歳
※
再
認
定
の

請
求
が
必
要
）
ま
で
で
す
。

◦
支
給
要
件

　

次
の
①
～
⑨
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
児
童
に
つ
い
て
、
母
、
父
、
又
は
養

育
者
が
監
護
等
し
て
い
る
場
合
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

①�

父
母
が
離
婚
し
た
児
童

②�

父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③�

父
ま
た
母
が
政
令
で
定
め
る
障
が
い

の
あ
る
児
童

④�

父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明
な
児
童

⑤�

父
ま
た
は
母
が
1
年
以
上
遺
棄
し
て

い
る
児
童

⑥�

父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ

保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

⑦�

父
ま
た
は
母
が
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ

て
い
る
児
童

⑧�

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た

児
童

⑨�

母
が
児
童
を
懐
胎
し
た
と
き
の
事
情

が
不
明
で
あ
る
児
童

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

◦
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
？

　

20
歳
未
満
で
、
精
神
や
身
体
に
常
に

介
護
を
必
要
と
す
る
程
度
の
障
害
の
あ

る
子
ど
も
を
家
庭
で
保
護
、
監
督
し
て

い
る
父
母
、
ま
た
は
養
育
し
て
い
る
方

に
対
し
、
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

◦
支
給
要
件

　

20
歳
未
満
で
精
神
ま
た
は
身
体
に
障

害
を
有
す
る
子
ど
も
を
家
庭
で
看
護
、

養
育
し
て
い
る
父
母
等
。

※�

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
役
場
健

康
福
祉
課
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

11
月
は『
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
』

で
す平

成
30
年
度
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

最
優
秀
標
語

未
来
へ
と　

　
　
　
　

命
を
繋
ぐ　

　
　
　
　
　
　
　
　

1いち
8はや
9く

　

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対
応
件
数

は
依
然
と
し
て
増
加
傾
向
に
あ
り
、
特

に
子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
の

重
大
な
事
件
が
後
を
絶
た
ず
、
児
童
虐

待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
重
要
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省

は
、
平
成
16
年
度
か
ら
児
童
虐
待
防
止

法
が
施
行
さ
れ
た
11
月
を
「
児
童
虐
待

防
止
推
進
月
間
」
と
定
め
、
日
本
各
地

で
児
童
虐
待
問
題
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、
児
童
虐
待
の
防
止
に
つ
な
げ
る
た

め
の
広
報
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
と
は
…

◦
身
体
的
虐
待

殴
る
、
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
、
激
し

く
揺
さ
ぶ
る
、や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、

溺
れ
さ
せ
る
、
首
を
絞
め
る
、
縄
な

ど
に
よ
り
一
室
に
拘
束
す
る　

な
ど

◦
性
的
虐
待

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行
為

を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被

写
体
に
す
る　

な
ど

◦
ネ
グ
レ
ク
ト

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な
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い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
自
動
車

の
中
に
放
置
す
る
、
重
い
病
気
に

な
っ
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い　

な
ど

◦
心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
き
ょ
う

だ
い
間
で
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど
も

の
目
の
前
で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を

ふ
る
う　

な
ど

　

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に

は
、
早
期
連
絡
・
通
報
が
最
善
の
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
虐
待
に

関
し
て
少
し
で
も
気
に
な
る
事
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ど
う
か
役
場
健
康
福
祉
課

や
、
東
部
保
健
福
祉
局
及
び
中
央
こ
ど

も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

★
連
絡
先

徳
島
県
東
部
保
健
福
祉
局

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

6
2
6

－

8
7
1
6

徳
島
県
中
央
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

6
2
2

－

2
2
0
5

神
山
町
役
場
健
康
福
祉
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

6
7
6

－

1
1
1
4

　
　
　
　
　
（
Ｉ
Ｐ
2
0
0
4
）

「
第
70
回
人
権
週
間
」

12
月
4
日
～
12
月
10
日

み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち

　
　
　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う

　
　
　
　
　
　
違
い
を
認
め
合
う
心
～

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
は
、
国
連
で
世
界
人
権
宣
言
が
採

択
さ
れ
た
日
で
あ
る
12
月
10
日
を
世
界

人
権
デ
ー
と
定
め
、
毎
年
12
月
4
日
か

ら
12
月
10
日
ま
で
を
「
人
権
週
間
」
と

し
て
い
ま
す
。

　

人
権
週
間
を
機
会
に
、
家
庭
、
学
校
、

職
場
、
地
域
な
ど
様
々
な
場
面
で
、
お

互
い
を
尊
重
し
、
人
権
に
対
す
る
意
識

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

＝ 

人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
知
で
す
か
？ 

＝

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
に
委

嘱
さ
れ
た
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

毎
月
役
場
で
開
設
す
る
相
談
所
で
相

談
に
あ
た
る
ほ
か
、
人
権
啓
発
活
動
、

救
済
活
動（
人
権
侵
犯
事
案
へ
の
対
応
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
人
権
問
題
で
お
困

り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

税
務
保
険
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 －

1
1
1
5

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
5

町
税
徴
収
強
化
月
間

　

11
月
か
ら
12
月
の
2
か
月
間
を
徴
収

強
化
月
間
と
し
て
、
神
山
町
と
県
内
市

町
村
は
連
携
し
て
徴
収
対
策
を
強
化
し

ま
す
。

　

町
税
の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◎�

町
税
を
滞
納
す
る
と
延
滞
金
が
か
か

り
ま
す

　

町
税
を
滞
納
す
る
と
、
納
期
限
ま
で

に
納
め
た
方
と
の
公
平
を
保
つ
た
め
、

本
来
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
、
延

滞
金
も
あ
わ
せ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

◎
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す

　

神
山
町
で
は
、
町
税
を
滞
納
さ
れ
た

方
に
対
し
て
督
促
状
や
催
告
書
を
発
送

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
納
税
し
て

い
た
だ
け
な
い
場
合
に
は
、
納
期
限
ま

で
に
納
税
さ
れ
た
方
と
の
公
平
を
保
つ

た
め
、 

や
む
を
え
ず
財
産
（
給
与
、
預

貯
金
、
生
命
保
険
契
約
な
ど
）
の
差
押

え
（
滞
納
処
分
）
を
行
い
、
町
税
に
充

て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

◎
納
税
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

　

納
税
者
の
方
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

で
ど
う
し
て
も
税
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
、
町
で
は
納
税
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
納
付
が
困
難
な

方
は
、
ぜ
ひ
納
税
相
談
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、
税
務
保
険
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【全国共通・専用電話相談】
■受付時間：平日　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
■�おかけになった場所の最寄りの法務局につながります。

みんなの人権110番 0570－003－110 人権についての相談

子どもの人権110番 0120－007－110
（通話料無料）

学校でのいじめや体罰、
虐待など子どもに関する
相談

女性の人権ホットライン 0570－070－810
職場でのセクハラ、家庭
内暴力など女性に関する
相談

【
神
山
町
の
人
権
相
談
所
】

開
催
日
時

毎
月
11
日
（
休
日
は
翌
日
）

午
後
1
時
～
午
後
4
時

場　
　
所

神
山
町
役
場
　

2
階

図
書
室
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お問い合わせ・健康に関するご相談は
神山町健康福祉課予防係　TEL676-1114　IP2004

健康づくりシリーズ○116

糖尿病を予防しよう！
　毎年11月14日は「世界糖尿病デー」です。世界的に糖尿病患者が増加していることを受け、世
界規模で注意喚起することを目的に定められています。この機会にご自身の健診結果を見返してみ
ませんか？
　糖尿病の診断は、血液検査でわかる「血糖値」、「HbA1c」などの結果で判断します。

血糖値とは？
血液の中にどれくらい糖が流れているのか
みる検査です。食事や運動などによって常
に変動しています。

HbA1cとは？
「ヘモグロビンエーワンシー」と読み、過
去 1～ 2ヵ月の血糖値の平均を反映するも
のです。

　 基準値内 保健指導レベル 受診勧奨レベル

血糖値（空腹時）（mg/dl） ～99 100～125 126～

HbA1c（％） ～5.5 5.6～6.4 6.5～

ご自身の健診結果はどこに当てはまっていましたか？
◆受診勧奨レベルの方は必ず病院を受診しましょう。
◆保健指導レベルの方も食事や運動習慣の改善が必要です。
◆�自覚症状は悪化するまでほとんどありません。自覚症状だけで判断せず、検査結果を必ず見て
みましょう。

目標 血糖正常化を目指す際の目標 合併症予防のための目標 治療強化が困難な際の目標

HbA1c（％） 6.0未満 7.0 未満 8.0 未満

◆糖尿病と診断された方は治療を受け、血糖コントロールをすることが重要です。
◆�血糖を適切な値にコントロールすることで重症化
を予防できます。
◆�食事改善、運動も治療です。薬が処方されていな
くても定期受診しましょう。
◆�血糖コントロールの判断は血液検査をしなくては
わかりません。定期受診し、値を確認することが
重要です。
◆�個人の状態によって目標値が異なりますので、自己判断せず、主治医の先生の
指示をあおぎましょう。

《血糖値・HbA1c の健診における基準値》

《糖尿病治療の血糖コントロール目標》

H b A1 c が
6.5％以上に
なると糖尿
病が強く疑
われます

神経障害、網膜症、腎症が糖尿病の
三大合併症です

血糖コントロールのために糖尿
病連携手帳をご活用ください。
この手帳は役場でもお渡しして
います。
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お問い合わせ：地域包括支援センター　電話：088－676－1185（IP2031）

介護予防シリーズ○58

○● 65歳以上の方へ ●○
　高齢期の健康づくりは、これまでの生活習慣病の予防に加えて、生活機能の低下を防ぐために介
護予防の取り組みが必要となってきます。
　次の「基本チェックリスト」を使ってあなたの生活や健康状態をチェックしてみてください。

№ 質　問　項　目 回　答 点数

A

1 バスや電車で 1 人で外出していますか はい 0 点 いいえ 1 点 A

/5

2 日用品の買い物をしていますか はい 0 点 いいえ 1 点
3 預貯金の出し入れをしていますか はい 0 点 いいえ 1 点
4 友人の家を訪ねていますか はい 0 点 いいえ 1 点
5 家族や友人の相談にのっていますか はい 0 点 いいえ 1 点

B

6 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか はい 0 点 いいえ 1 点 B

/5

7 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか はい 0 点 いいえ 1 点
8 15分位続けて歩いていますか はい 0 点 いいえ 1 点
9 この 1 年間に転んだことがありますか はい 1 点 いいえ 0 点
10 転倒に対する不安は大きいですか はい 1 点 いいえ 0 点

C

11 6 ヶ月間で 2 ～ 3 kg 以上の体重減少がありましたか はい 1 点 いいえ 0 点 C

/2
12

BMI（肥満度）が18.5未満ですか
⇒ BMIの求め方は、体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）
※身長はcm（センチ）ではなく、m（メートル）を使います

はい 1 点 いいえ 0 点

D
13 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか はい 1 点 いいえ 0 点 D

/3
14 お茶や汁物等でむせることがありますか はい 1 点 いいえ 0 点
15 口の渇きが気になりますか はい 1 点 いいえ 0 点

E
16 週に 1 回以上は外出していますか はい 0 点 いいえ 1 点 E

/217 昨年と比べて外出の回数が減っていますか はい 1 点 いいえ 0 点

F
18 周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると

言われますか はい 1 点 いいえ 0 点 F

/3
19 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか はい 0 点 いいえ 1 点
20 今日が何月何日かわからない時がありますか はい 1 点 いいえ 0 点

G

21 （ここ 2 週間）毎日の生活に充実感がない は い いいえ

22 （ここ 2 週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなく
なった は い いいえ

23 （ここ 2 週間）以前は楽にできていたことが今はおっくうに感
じられる は い いいえ

24 （ここ 2 週間）自分が役に立つ人間だと思えない は い いいえ
25 （ここ 2 週間）わけもなく疲れたような感じがする は い いいえ

① �Ａ～Ｆの合計が10点
以上

② Ｂの合計が 3 点以上
③ Ｃの合計が 2 点

④ Ｄの合計が 2 点以上
⑤ Ｅ№16 が 1 点
⑥ Ｆの合計が 1 点以上

「基本チェックリスト」の結果、①～⑥のいずれかに
該当する方は、生活機能の低下のおそれがあります。

「基本チェックリスト」のいずれかに該当し、希望
される方には、介護予防の取り組みについてのご
紹介をさせていただきますので、地域包括支援セ
ンターまでお問い合わせください。
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防災シリーズ○28

　秋は空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節です。ご家庭に消火器や火災報知器はありますか？
火災報知器は、正常に作動するか定期的な確認を行いましょう。事業所では、消火器だけでなく、
非常口、非常階段も点検しましょう！

神山町役場　総務課　防災係　　電話：676－1111（IP2000）

広報かみやま No.319 22



国国 民民 年年 金金 だだ よよ りり

詳しくは徳島北年金事務所　電話 088－655－0200
または住民課年金係　電話 088－676－1113（IP2003）までお問い合わせください。

　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納めた
場合と同様に、社会保険料控除としてその年の課税所得から控除され、税額が軽減されます。
　控除の対象となるのは、平成30年 1 月から12月までに納められた保険料の全額です。過去
の年度分や追納された保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけではなく、ご家族（配偶者やお子様等）の負担すべき国民年金保
険料を支払っている場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。
　なお、平成30年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるためには、
年末調整や確定申告を行うときに、領収証書など保険料を支払ったことを証明する書類の添付
が必要となります。
　このため、平成30年 1 月 1 日から10月 1 日までの間に国民年金保険料を納付された方には、
11月上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られますので、
申告書の提出の際には必ずこの証明書または領収証書を添付してください。（ 9 月下旬から10
月上旬にかけてコンビニエンスストアで国民年金保険料を納付された一部の方は、11 月中旬
頃送られる予定です。）
　また平成30年10月 2 日から12月31日までの間に、今年はじめて国民年金保険料を納めら
れた方へは、翌年の 2 月上旬に送られる予定です。）
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときにも心強い味方
となる制度です。保険料は納め忘れのないようキチンと納めましょう。

納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！

　日本年金機構の全国の年金事務所では、年金相談や年金請求手続きについて、「事前予約」
を行っています。お待たせ時間の少ない「予約相談」をぜひご利用ください。

◆予約相談希望日の 1 か月前から前日まで受付しています。
◆お申込みの際は、基礎年金番号のわかるもの（年金手帳や年金証書など）をご用意ください。

　ご予約方法は、全国共通の予約専用受付電話「0570 － 05 － 4890」、または、お近くの年
金事務所に、電話・来訪時にお申込みください。

年金相談・お手続きの際は、ぜひご予約を！
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駐在所だより

不審・不安に感じることがあれば、まずは、警察に相談を！！
警察相談電話　＃9110又は088－653－9110

総合消費料金に関する
訴訟最終告知のお知らせ

　この度、ご通知致しましたのは、貴方の利用されてい
た契約会社、ないしは運営会社側から契約不履行による
民事訴訟として、訴状が提出されました事をご通知致し
ます。管理番号（わ）○○○裁判取り下げ最終期日を経
て訴訟を開始させていただきます。尚、ご連絡なき場合、
原告側の主張が全面的に受理され、執行官立ち会いの下、
給料差し押さえ及び、動産、不動産の差し押さえを強制
的に履行させていただきますので裁判所執行官による執
行証書の交付を承諾していただくようお願い致します。
　裁判取り下げなどのご相談に関しましては当局にて受
け賜っておりますので、職員までお問い合わせ下さい。
　尚、書面での連絡となりますのでプライバシー保護の
為、ご本人様からご連絡いただきますようお願い申し上
げます。

＊取り下げ最終期日　平成○○年○○月○○日

法務省管轄支局　民事訴訟管理センター
〒○○○－○○○
東京都○○○△△△
取り下げ等のお問い合わせ窓口 03 －○○○－○○○
受付時間　9:00 ～ 20：00（日、祝日除く）

こ
れ
は
架
空
請
求
詐
欺
の
ハ
ガ
キ
！

絶
対
に
連
絡
し
な
い
で
下
さ
い
！！

こ
ん
な
ハ
ガ
キ
は
　
無
視
！！

＊�最近では、より真実性を持たせるため、封書での詐欺行為も増えていま
すので、充分注意して下さい。

＊この内容は一例です。
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消防署だより

119 協力しあえる
� 火災予防

　平成30年に神山町では、4 件の火災が発生しています。概要は建物火災 2 件、車両火災 1 件、林
野火災 1 件になります。そのほとんどが火の不始末や不注意による火災です。今一度、みんなで火
災予防について考えましょう。

消防署への緊急連絡は
・ＩＰ電話　2119番（119番通報はできません）
・加入電話　119番又は（088－676－1199）
・携帯電話　119番又は（088－676－1199）
※携帯電話で 119番通報した場合、石井消防署に入電し発生場所確認後、神山消防署に転送しますので、電話を切
らずにそのままお待ち下さい。

　火災が発生しやすい時期を迎えるに当たり、火災予防思想の一層の普及を図り、もって火災の
発生を防止し、高齢者を中心とする死者の発生を減少させるとともに、財産の損失を防ぐことを
目的として、本年は『忘れてない？ サイフにスマホに 火の確認』を全国統一防火標語として、
全国的に火災予防運動を行いました。

秋の火災予防運動

　秋から冬にかけては、暖房器具やたき火などいろいろな所で火気を使う機会が多くなり、空気
も乾燥するなど、火災が発生しやすい季節となります。
　火災は、大切な生命・財産を一瞬にして奪ってしまいます。火の取り扱いには、十分注意し、
みんなで注意しながら火災が発生しないよう努めましょう。

火災予防のポイント！

火の用心のポイント
1　家のまわりに燃えやすいものを置かない。

2　寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。

3　天ぷらを揚げるときは、その場を離れない。

4　風の強いときは、たき火をしない。

5　子どもには、マッチやライターで遊ばせない。

6　電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない。

7　ストーブの上に服などを干さない。
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【作り方】
①米は炊く30分前に洗ってザルにあげ、水気をきる。
②�にんじんはせん切りにする。ごぼうはささがきにし、酢水につけ
る。
③しめじは石づきを切り落とし、ほぐしておく。
④�炊飯器にサバ缶の汁を入れ、3合の水加減にしてから、サバ缶、
にんじん、ごぼう、しめじ、薄口しょうゆ、酒、塩少々を加えて
炊飯する。
⑤器に盛りつけ、三つ葉を飾る。

【材料：6 人分】
米 �  3 合
にんじん（緑黄色野菜） �  80g
ごぼう（淡色野菜） �  80g
しめじ（きのこ） �  100g
サバ水煮缶（190g） �  1 缶

薄口しょうゆ �  大さじ 1
酒 �  大さじ 1
塩 �  少々
三つ葉（緑黄色野菜） �  適宜

サバ缶シリーズ

野菜1日350g！
栄養価 1人分：エネルギー 344kcal、たんぱく質
11.9g、脂質 4.2g、塩分 0.8g� 野菜総重量約 29g

●ワンポイントアドバイス
　今回のサバ缶レシピは、炊き込みごはんです。サバ缶を汁ごと入れる
ので、さばの旨味と栄養を余すことなく摂れます。

ヘルスメイトおすすめ！ヘルシー料理

★サバ缶の炊き込みご飯★

吉　

田　

シ
ズ
ヱ 

さ
ん

（
阿
野
字
広
石
）

　
平
成
30
年
9
月
18
日

に
吉
田
シ
ズ
ヱ
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ん
が

1
0
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歳
の
誕
生
日
を
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え
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら

お
慶
び
申
し
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げ
ま
す
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誕
生
日
に
は
、
ご
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族

の
皆
様
が
お
祝
い
し
、
ま

た
県
・
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よ
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祝
い
状
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品
の
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れ
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れ
ま
し
た
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町
内
の
1
0
0
歳
以
上
の
方
は
、
7
人
と
な
り
ま
し
た
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こ
れ
か
ら
も
、
ま
す
ま
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お
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
よ
う
お
祈
り
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し
上
げ
ま
す
。
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▶�

10
月
の
下
分
公
民
館
は
、
オ
レ
ン
ジ
が
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象
的
な
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ー
テ
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▶�

9
月
の
下
分
公
民
館
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
出
向
え
て
く
れ
ま
し
た
。

▲�ポスター部門入選作
　「マリンミュージック」

▲�イラスト部門入選作
　「スイーツパラダイス」

二科展デザイン部入選  相原佑香さんの作品

広報かみやま No.319 26


